











































（Character Education Partnership，以下 CEPとする）の報告書など様々あげられるが（７），そのうち，
両者の特徴とそれらの関係について論じている最初期の研究として，1999年にヒンチとブランデル
（S. S. Hinch & M. E. Brandell）によって書かれた論文があげられる（８）。同論文においてヒンチらは，
SLの効果を取り上げる中で，サービス活動が子どもの人格の発展に寄与すると言及しており，同論
文が SLの人格教育への援用を一早く示したものであることが確認できる。その後も，スウィックら




























盤を構築した人物に，リコーナ（T. Likcona, 1943–）やベニンガ（J. Benninga）やウィン&ライアン（E. 







































表 2　Character Countsの示した道徳的価値の 6支柱
信用（Trustworthiness） 公正（Fairness）

















のは 1970年代以降である。すなわち，1972年になされた大統領科学顧問（The Panel on Youth of the 
Committee on Secondary Education）や全米中等教育委員会（the National Committee on Secondary 
Education）による提言において，サービスプログラムや経験学習・職業準備・若者とコミュニティ
との再統合などの重要性が指摘されたことに加え，SLを周知・普及させる組織として，1979年設立
の全米 SLセンター（National Center for Service-Learning）や 1981年設立の全米青少年 SLセンター
（National Center for Service-Learning for Early Adolescents）の取り組みが大きな役割を果たしたので
ある（21）。
他方で，SLの周知・普及には連邦政府も大きな役割を果たしている。ブッシュ大統領政権下の






育省（U. S. Department of Education）による予算措置がなされてからである（23）。そのことに関し，
SLに関する代表的な研究者であるビリッヒ（S. S. Billig, 2000）は次のような調査結果を示してい
る（24）。すなわち，ビリッヒによれば，SLに従事した K-12（日本でいうところの幼稚園生段階から高
校 3年生段階に相当）の子どもの数は，1984年から 1997年までの間に 900,000人から 12,605,740人










































































































　⑵ Berkowitz, M.W. et al. （2008）. What Works in Character Education: What Is Known and What Needs to be 
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　⒂ 「価値の明確化」とは，1960～ 1970年代に，ラス（L. E. Raths）・ハーミン（M. Harmin）・サイモン
（S Simon）によって提唱された教育方法である。これは，望ましいとみなす価値の発見・認識を子ども自身
によって行わせることに特徴があり，価値相対主義の時代に即した教育方法として広く取り入れられた。




  ・J. Benninga. （1991）. Moral, Character, and Civic Education in the Elementary school, Teachers College Pr.
  ・ Wynne, E. A. & Ryan, K. （1992）. Reclaiming Our Schools: A Handbook on Teaching Character, Academics, 
and Discipline, Merrill Pub Co.
　⒅ 前掲，T.リコーナ著，三浦正訳，pp. 47–48。
　⒆ Character Countsは，一年間に約 500万人の児童生徒が参加するなど，アメリカにおける人格教育の普及・
発展に大きな役割を果たしている民間教育組織である。同組織による取り組みでは，独自に人格教育の理念
が定められ，個々のプログラムの作成が行われている他，薬物問題やいじめ問題など子どもの問題行動に関
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学校内のその他の場所（3.9％）が続いているのである。（U.S. Department of Education. （2011）. Student 
Reports of Bullying and Cyber-Bullying: Results From the 2007 School Crime Supplement to the National Crime 
Victimization Survey, p. 7.）
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